
（様式第２号）
なにわの伝統野菜認証マーク使用申請書
平成　年　月　日
　大阪府知事　様
　○○市町　　様（市町村を経由して大阪府に申請する場合は連名とする。）
団 体 名（団体の場合）

氏　　名（団体の場合は代表者氏名）　　印
住　　所
電話番号
　なにわの伝統野菜認証要領の第５の２の規定に基づき、別紙のとおりなにわの伝統野菜認証マークの使用を申請します。
　なお、認証マークの使用に際しては、なにわの伝統野菜認証要領及び関係法令を遵守します。
注：１．自署の場合は、押印を省略できます。

　　２．申請者とマーク使用責任者が異なる場合は、以下にマーク使用責任者の
連絡先を記載してください。
　　　　　担当部署名：

　　　　　担当者：
　　　　　住所：

　　　　　電話番号：

別紙
	認証マーク

使用所在地
	認証マーク

使用対象
	使用する伝統

野菜の種類
	販売する加工品等の種類と

伝統野菜の使用方法
	伝統野菜を使用した商品等の提供可能期間
	伝統野菜入手方法

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　注：１．提供可能期間にかかわらず、マークの使用期間は承認日以降になります。
　　　　　　　　　　　２．マークの使用期間は、承認日から5年間です。

（様式第２号）

なにわの伝統野菜認証マーク使用申請書
平成　年　月　日
　大阪府知事　様
　○○市町　　様（市町村を経由して大阪府に申請する場合は連名とする。）
団 体 名　株式会社　○○
氏　　名　代表取締役社長　○○　○○　印
住　　所　○○市○○○○
電話番号　○○－○○○○－○○○○
　なにわの伝統野菜認証要領の第５の２の規定に基づき、別紙のとおりなにわの伝統野菜認証マークの使用を申請します。
　なお、認証マークの使用に際しては、なにわの伝統野菜認証要領及び関係法令を遵守します。
注：１．自署の場合は、押印を省略できます。

　　２．申請者とマーク使用責任者が異なる場合は、以下にマーク使用責任者の
連絡先を記載してください。

　　　　　担当部署名：　なにわの伝統野菜加工販売部
　　　　　担当者：　○○　○○
　　　　　住所：　○○市○○区○○
　　　　　電話番号：　○○－○○○○－○○○○
別紙
	認証マーク

使用所在地
	認証マーク

使用対象
	使用する伝統

野菜の種類
	販売する加工品等の種類と

伝統野菜の使用方法
	伝統野菜を使用した商品等の提供可能期間
	伝統野菜入手方法

	（加工業者）

○○漬物店
	漬物パック
	毛馬胡瓜
	漬け物
	原材料として使用
	平成24年４月
～平成29年３月
	○○市△△青果店から購入

	（製造販売業）

○○商店
	カタログ
看　　板
	勝間南瓜
吹田慈姑
	和菓子
	ピューレにして材料に練り込み
	１年を通して提供可能
	○○町伝統野菜生産組合から購入

	（流通業）

△△青果店
	の　ぼ　り
伝統野菜パネル
	泉州黄玉葱

碓井豌豆

田辺大根

大阪しろな

金時人参
	青果
	
	毎年４月～７月

及び11月～2月
	□□卸売市場□□商店から購入

	（外食産業）
居酒屋○○
　　　　△△店
	店内ポスター

メニュー表
	田辺大根
天王寺蕪
	料理
	各種食材と炊き合わせ
	毎年　10月～３月
	○○市△△氏から購入

	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　注：１．提供可能期間にかかわらず、マークの使用期間は承認日以降になります。

　　　　　　　　　　　２．マークの使用期間は、承認日から5年間です。

記　入　例





記　入　例





いずれの欄も申請段階で想定していた利用方法等について記載し、申請後に新たな使用方法等が生じた時は報告書でそれを記載してください。









